
岡谷市へ寄附をいただける皆様へ 

 

岡谷市では、皆様のご厚意による寄附金を、次のような基金に積み立て

て、まちづくりに活用しています。（３ページ目に、平成２３年度末基金残高一覧表を掲

載してあります） 

 

《ふるさとまちづくり基金》  

岡谷市では、平成元年から全国の自治体に先駆けて、自ら考え自ら行う地域づくりを進めるために

「ふるさとまちづくり基金」を設け、特色あるまちづくりに取り組んできました。ふるさとまちづくり基金に

積み立てられた皆様の善意による資金は、岡谷市の都市基盤整備や公共施設整備に広く活かされて

きました。 

 

これまでの具体的な事業として、中心市街地の賑わいを創出したイルフスクエアの整備、福祉の拠

点施設であり、生涯学習施設機能を併せもった総合福祉センター「諏訪湖ハイツ」の整備、岡谷市の伝

統文化であり、３００人の揃い打ちで有名な市民祭「岡谷太鼓祭」をはじめとした岡谷太鼓の普及、練

習の中心施設である太鼓道場「鼓鳴館」の整備、身近な生活道路や街路の整備などに使われていま

す。 

 

今後は、市内に残るシルク岡谷隆盛の歴史を示す製糸業関連の遺構が、経済産業省の近代化産

業遺産群に認定されたことから、これらの保存やまちづくりへの活用をはじめ、スケートのまちづくり、

太鼓のまちづくり、童画のまちづくり、バレーボールのまちづくりなど、岡谷市ならではの独自の輝くま

ちづくりにも活用していきたいと考えています。 

 

《社会福祉施設整備基金》 

岡谷市の将来を担う子どもたちの健全育成を推進するための児童福祉施設の整備や、高齢者や障

害者を地域で助け支えあうための社会福祉施設の整備に活用します。 

これまで、市内外の多くの利用者でにぎわう日帰り温泉施設「ロマネット」の整備などに使われてい

ます。 

 

《地域福祉基金》  

地域で安心して暮らすために、連帯に支えられた市民相互の助け合いを基本とする地域づくりのソ

フト事業に活用しています。 

 

《工業技術振興基金》 

世界に通用するナノ加工技術を生かした、超高機能な製品や部品を供給するスーパーデバイス産

地の形成に向けた取り組みに活用します。新たに航空機分野への進出や地球環境の保全に配慮した

操業などに取り組む企業を支援し、まちの活力を生み出す施策にも活かします。 

これまでに、工業振興の拠点施設となるテクノプラザおかやの整備や、テクノプラザで取り組むさま

ざまな工業振興施策に使われています。 

 



《文化会館事業基金》     

地域文化の殿堂である岡谷市文化会館カノラホールで企画、公演されるさまざまな分野での音楽芸

術文化事業や施設整備に活用します。地方では触れる機会の少ない一流の演奏家の公演を企画する

など、子どもからお年寄りまで幅広い年代層で市民文化を醸成し、向上する事業に活かします。 

これまでに、地元諏訪地方で７年に一度行なわれる御柱祭を題材にした「市民オペラ御柱」のほか、

子どもたちが一流の演奏家に学び、市民と交流する「緑と湖のまち音楽祭」などの開催に使われてい

ます。 

 

《みどりを愛する基金》 

森林や農地の保全・活用や市街地の樹木の保全など緑豊かな生活環境の整備に活用します。平成

１８年７月豪雨災害では、自然の森を守り育てることの重要性が大きな教訓のひとつとなりました。奥

深い横川山における水源の森としての保全や、湊・川岸地区の西山地域における森林ふれあいゾー

ンの整備、市街地における緑地整備など、市民が自然のなかで豊かな心で暮らせる環境整備に活か

します。 

 

《育英基金》 

岡谷市の将来を担う子どもたちが豊かな心を育み、健康で勉学に励むことができるよう、高校や大

学等で学ぶ生徒や学生に奨学金を貸付ける原資として活用されています。 

地域づくりは“人づくり”であり、岡谷に生まれ育つ子どもたちを、地域全体で応援していきます。 

 

《社会教育施設基金》   

岡谷市は伝統的に公民館活動や文化活動が活発な地域であり、これらの活動を支援するための生

涯学習関連施設等の設置に活用します。 

 

《公園施設等整備基金》 

狭隘な市街地に多くの企業が立地するなかにあって、市民の憩いとやすらぎや交流の場となる公園

の整備に活用します。 

これまでに、やまびこ公園や岡谷湖畔公園などの都市公園整備に使われています。 

 

《消防施設整備基金》 

市民の生命と財産を守る消防施設の整備に活用します。消防庁舎の建設や高規格救急車や救助

工作車の購入など身近な消防施設の整備に活かします。 

これまでに、マンションなど高層ビル火災に対応する消防はしご車の購入などに使われており、現在

計画されている新消防庁舎の整備にも使われる予定です。 

 

《病院建設基金》 

岡谷市では、市民の生命と健康を守り、地域医療を発展させるため、市立岡谷病院と健康保険岡谷

塩嶺病院の経営統合を行いました。 

建設候補地を旧文化センター跡地に決定し、市民に信頼される病院を目指して、より機能的で実践

的な診療環境を提供できる新病院の建設を進めています。 

 



平成２３年度末岡谷市基金現在高 

 
    

（単位：円） 

基  金  名 平成 22年度末現在高 
平成２３年度中増減 

平成 23年度末現在高 
積立 寄附金 取崩 

 社会教育施設基金 24,020,716 11,747 250,000   24,282,463 

 社会福祉施設整備基金 92,831,039 191,449 415,000   93,437,488 

 消防施設整備基金 3,603,758 10,004,416 1,035,000   14,643,174 

 公園施設等整備基金 11,934,782 9,540     11,944,322 

 工業技術振興基金 123,568,957 211,141 2,060,000 30,000,000 95,840,098 

 ふるさとまちづくり基金 824,308,959 1,993,606 17,654,000 70,000,000 773,956,565 

 文化会館事業基金 284,571,927 568,295 20,000 20,000,000 265,160,222 

 地域福祉基金 165,419,509 
 

60,000 100,000,000 65,479,509 

 みどりを愛する基金 71,566,991 195,527 
  

71,762,518 

病院建設基金 97,105,905 267,886 6,003,861   103,377,652 

 育英基金 325,822,209 15,077,613 100,000   
 

340,999,822 

合         計 2,024,754,752 28,531,220 27,597,861 220,000,000 1,860,883,833 

 


